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新規の癌治療法としてがん治療用ウイルスの開発を進めるため、私たちはヒト

単純ヘルペスウイルスの遺伝子に改変を加えたT-hIL12の医師主導治験（第Ⅰ/Ⅱ
相）を進めた。信州大学医学部皮膚科と東京大学医科学研究所先端がん治療分野

が情報交換を密に行い、共同で治験を進めた。第Ⅰ相で安全性の評価を既に実施

しているが、First in human試験であり、T-hIL12の有害事象の発生に留意し、慎重
に治験を進めた。有効性を検討するため第Ⅱ相では18例の組み入れを予定してい
るが、2施設間での連絡を密にはかるとともに十分意見交換して治験を進めた。
個々の症例の有効性の評価ならびに有害事象への対応に関しては、メールや電話

で頻繁に情報交換を行なった。 
さらに、抗腫瘍効果の発現メカニズムを明らかにするため、被験者の血液や腫

瘍組織等の臨床検体を収集し解析を進めた。 
 

 


